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3 回散布し，雑草イネの出芽期間中に
効果を切らさないようにする。圃場に
おいて雑草イネの発生が少なくなって
も，効果のある剤による体系防除を続
ける。

（４）中耕除草・抜き取り
県内で発生している雑草イネは，圃
場での見分けがつきにくいため，除草
剤防除後に畦間に取りこぼした雑草イ
ネを確認した場合は，すみやかに中耕
除草をするか，圃場での識別が可能な
出穂期前後に抜き取りを行う。

（５）秋耕・機械作業
秋耕の有無による出芽への影響は年
次により変動がある。ワラの分解促進
やメタン発生削減の観点から秋耕は行
うようにする。秋耕を行わない場合は，
春耕をなるべく早期に行う。春耕が遅
れると雑草イネの出芽が遅くなる原因
となる。また，作業機械のタイヤやキャ
タピラに付着した種子が，道路や他の
圃場に落下して発生が拡大する可能性
がある。このため，雑草イネの発生が
確認された圃場では，耕耘や稲刈り等
の機械作業を最後に実施する。

おわりに

今回とりまとめた防除対策について
は，技術センターの成果情報として広
く公開するとともに，発生地域の農協
に対して情報提供を行った。山梨②の
発生対象は１戸のみであったため，今
回の試験期間においてほぼ根絶を確認
した。山梨①は対象地域において発生
が散発しているため，本対策を周知す
るとともに個別指導を徹底していく。

類別 除草剤名 類別 除草剤名
初期剤 a デルカット乳剤 初期剤 abcd0 サキドリEW
初期剤 bd0 エリジャン乳剤／ジャンボ
⼀発処理剤 d0 カウントダウンジャンボ ⼀発処理剤 d3 ウリホス粒剤

ラオウジャンボ ⼀発処理剤 d3 ベッカクジャンボ
⼀発処理剤 d1 天空ジャンボ ⼀発処理剤 d5 ビンワンジャンボ
中期剤 e14 ナイスミドル１キロ粒剤 中期剤 e20 ザーベックスSM粒剤

表-3 雑草イネ防除に有効な除草剤

処理時期：a:植代時(混和処理) b:植代後〜 c:移植時
d:移植直後〜 e:中期剤(deの数字は移植後⽇数：0:直後〜，5:5⽇後〜，14:14⽇後〜)

表−3　雑草イネ防除に有効な除草剤
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　キョウチクトウ科ガガイモ属のつる性の多年草。全国の日当
たりの良い草原，道端，河川敷，畑地などで普通に見られる。
長く太い地下茎を持ち，その一部からでも容易に萌芽する。茎
は他のものに絡んで伸び，2mほどになる。葉は，対生，無毛，
全縁で葉脈が目立ち，長さ 5～ 10cm，幅 3～ 6cmのやや長
い心臓形で先は尖る。葉面の表面は濃緑色，裏面は白緑色であ
る。茎も葉も切ると乳白色の液が出る。
　夏に葉腋から花柄を出し，集散花序をつける。花色は白色～
淡赤紫色で，10 ～ 20 個ほどが固まってつく。花冠は約 1cm
で 5深裂し外側に反り返る。内側には白い長い毛が密生する。
中央に雄蕊が短筒状に合着したずい柱を形成し，中心から柱頭
がくちばし状に突き出す。
　果実は大型の紡錘形で長さ 8～ 10cm，表面にイボがあり熟
すと片側が裂開し水平に 2つに割れてカヌーのような形にな
る。中から長い絹糸のような白毛（種髪）を付けた長さ 7～
８mmの扁平な種子が出て風に運ばれていく。
　日本最古の歴史書である古事記には 80種ほどの植物が登場
する。その中の一つが「蘿藦」で，古事記では「自波穂」「乗
天之蘿藦船而」「有帰来神」と記されている。これを読み下す
と「なみのほより」「あめのかがみふねにのりて」「よりくるか
みありき」となる。この「あめのかがみのふね」の「かがみ」
がガガイモのことであるとされる。意訳すると「波頭を渡りな
がら」「ガガイモの船に乗って」「やってくる神様がおられた」
という意味になる。
　なかなか豊かな発想である。古事記の編者とされる太安万侶
と稗田阿礼は，このガガイモの実の殻が二つに割れて中の種子
が飛び出した後，割れた半分の殻は 10cmほどのカヌーのよう
な小舟になり，それに乗って小さい神が常世の国（神の国）か
らやって来たという発想を持った。そうしてそのことを国造り
の神話として作り上げたのである。このことは，少なくとも彼
ら以前にガガイモの果実が二つに割れるとその中はきれいで船
のようになることが知られていた，ということをうかがわせる。
　そのガガイモの船でやって来た小さな神様が少

すくな び こ な の か み

名毘古那神で
あった。
　このガガイモである「蘿

ら ま

藦」は全草が漢方で，果実は蘿藦子

として葉は蘿藦葉として，止血，強壮，強精薬として知られて
いる。果実の中の種髪はこれを集めて印肉や針刺しの材料，傷
口を押さえて止血するなど，いわゆる綿のようにも使われてい
た。また，茎を折った時に出る白い乳液にはタンパク質分解酵
素が含まれ，民間でイボ取りに使われたという。ガガイモその
ものが漢方としての薬であるだけでなく，少名毘古那神は医薬
について伝え，酒造りを教え，穀物を各地に伝えるというまさ
に大国主神と一緒に国造りを行っていくのである。
　「蘿藦」については「本草和名」で「蘿藦子，和名では加々
美という」とあり，「大和本草」では「蘿藦をカガミグサ，ガ
ガイモという」と記載される。そのガガイモの名は，この草の
果実の内側が白く光っていてまるで鏡のようだということでカ
ガミグサ，果実が芋のようにも見えることからカガミイモの名
があり，牧野富太郎は，ガガイモはカガミイモの訛ったもので
あるとした。
　彼らのように少し想像してみる。ガガイモの二つに割れた船
の中に，白い種髪を豊かになびかせたガガイモの種子が鎮座し
ている。波はあるが天気は良い，そんな海を，波頭を渡りなが
ら神様が船で行き来しているのである。

須藤　健一

蘿藦（ガガイモ）田畑の草
くさぐさ
種


